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ひとこと：医用画像装置から得られた医用デジタル画像において，高空間分解能画像化お

よび患者被曝低減によって増加する雑音に関して研究しています。主な内容は，

画質評価およびノイズ低減のための画像処理フィルタのデザインから成り，さ

らに，その処理技術をエックス線のドジメトリーに応用しています。 

 

１．画質評価 

医用デジタル画像をコントラスト，解

像度特性，ノイズについて評価して，

最適な医用画像装置の撮影パラメー

タの決定やデジタル画像処理の効果

の評価に役立てています。 

 

２．画像処理フィルタ 

高空間分解能画像化および患者被曝線

量の低減要求によって，画像ノイズは

増加し，医用画像の詳細を不明瞭にし

ます。したがって，画像診断を容易に

するためのノイズ低減フィルタを研究

しています。（図 1） 

 

３．高エネルギーエックス線ドジメトリー 

放射線治療における高エネルギーエッ

クス線のラジオクロミックフィルム・ドジ

メトリー用赤外線スキャナの開発およ

び雑音低減を含む高精度の測定方法を，

上記のデジタル画像処理技術を応用し

て研究しています。(図 2) 

 

キーワード： 

医用画像装置，デジタル画像，空間分解能，解像度特性，画像ノイズ，デジタル画像処理，患者

被曝線量，ドジメトリー，ラジオクロミックフィルム
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キーワード用語集 

 

   医用画像装置・・・・医用画像装置は，画像として人体の外部から内臓器官を非浸襲

に把握することができる。典型的な医用画像装置としてデジタルラジ

オグラフィ，エックス線 CT，MRI および超音波装置がある。 

 

   デジタル画像・・・・デジタル画像は，コンピュータで扱うことができる画像を示し，医用

画像装置のセンサからのデータを再構成の計算をすることにより得

られる。デジタル画像はピクセルと呼ばれる「画像要素」が配列され

た長方形のグリッド（格子板）である。 

 

   空間分解能・・・・画像上の 2 つの密接に配置された対象物を識別する能力である。 

 

   解像度特性・・・・解像度特性は，画像内の特徴の範囲か形をくっきりと明確に定義す

る能力を意味する。解像度特性のより正確な表現は，既知のサイズ

の対象の空間周波数を検知する能力であり，「見える」能力とは異

なる。 

 

   画像ノイズ・・・・画像の明るさにおけるランダムな変化を雑音と呼ぶ。多くの場合，そ

れは，画質を劣化させ，画像化された対象が小さく比較的低いコント

ラストである場合，特に重要である。雑音の存在は，画像にまだら，

粒状，構造物，雪のような様相を与える。 

 

   デジタル画像処理・・・・デジタル画像処理はコンピュータによる画像の操作で，フィル

タ技術を用いてデジタル画像のデータの質を変化させることができ，

画像診断の質を改善する。 

 

   患者被曝線量・・・・患者被曝線量は、医療放射線被曝を経験する患者に関する線量

を意味する。画像化のためのエックス線の使用は，電離放射線に患

者をさらす。電離放射線は，露出した細胞の DNA のような生物学上

重要な分子をばらばらに壊す能力を持ち，害を引き起こすことがあ

る。 

 

   ドジメトリー・・・・医学の線量測定分野では，エックス線検査のための，あるいは癌

患者の治療のための線量の測定および計算を意味する。 

 

   ラジオクロミックフィルム・・・・ラジオクロミックフィルムは，電離放射線による照射によ

り無色から青みを帯びた色に変わるフィルムである。青い濃淡の暗

さは，フィルムに蓄積されたエネルギーの量に比例する。 
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ひとこと：低線量放射線による生体防御機能の活性化や生活習慣病の予防・治療へ

の応用の可能性などについて，リスクも含め研究を進めています。ラド

ン温泉適応症の機構とその応用に関しての検討も一つで，健康長寿科学

を志向しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード：放射線ホルミシス，低線量放射線，酸化ストレス，生体防御機能， 

生活習慣病，老化(加齢)，健康増進，ラドン温泉， 

ラドンミスト発生装置 
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有益効果に関する研究 

１．低線量放射線による生体への有益効

果(放射線ホルミシス)に関する研究 

低線量放射線による生体への有益効果

の検証とその機構の解明をしています。こ

の有益効果として，多くが活性酸素由来の

疾患とされる生活習慣病や老化の症状緩

和などがあります。また，その機構として，

生体防御機能や損傷修復機能の活性化な

どが考えられています。 

２．ラドン温泉適応症の検証と機構の解明  

   低線量放射線の有益効果の医療への応用例

として，ラドン温泉療法があります。世界的

に著名な本学三朝医療センターでの臨床試験

などにより，適応症(効能)の検証とその機構

の解明を進めています。 
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 図 低線量放射線による生活習慣病の

予防・治療の可能性例 

３．天然ラドンミスト発生装置などの健

康補助用品・機器の研究開発  

   例えば，私達が身近でラドン温泉による

健康増進効果の恩恵を受けるため，ラドン

をコンパクトかつ場所・時間にとらわれ

ず，効率的かつ安全衛生的にミスト状に発

生・吸入できる試作装置を共同で研究開発

しました。組織循環や鎮痛などを促し症状

の緩和を示唆する試験結果を得ています。

また，遠赤外線（温熱）効果などとの併用

の研究も進めています。 

   

 

図 ラドンミスト発生用の試作装置 
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キーワード用語集 

 

放射線ホルミシス・・薬理学の分野で観察される「少量の毒には刺激作用がある」

の現象が放射線の生体への作用としても示されている。即ち，放射線のような

多量では有害となる作用源でも，少量の場合には生体に刺激を与え，生理学的

に有益な効果を生じるという意味である。 

 

低線量放射線・・・・低線量放射線の線量は概ね 200mSv 以下の一定量とされる。こ

れは医学的に悪影響が実証されていない，むしろ高線量放射線とは異なり，生

体への有益効果の可能性が示唆される線量である。 

 

酸化ストレス・・・・これの蓄積により生体内の酸化還元状態を維持する機構が破

綻し内因性や外因性の活性酸素種を処理（還元）できない状態を示す。その制

御は健康寿命を延伸させるために不可欠と考えられている。 

 

生体防御機能・・・・外界からの病源菌・異物の侵入や体内での異常の発生を防い

で生体を保全する抵抗力のことを示す。抗酸化機能や免疫機能などがあり，こ

れらの適度な活性化が健康維持にとって重要となる。         

 

生活習慣病・・・・・生活習慣のゆがみがその発症に関係している疾患の総称を示

す。癌，脳卒中，心臓病，糖尿病などがあり，食生活，運動，喫煙，飲酒，精

神的ストレスなどの酸化ストレスが深く関与している。 

 

老化（加齢）・・・・加齢による生理機能の衰退などを示し抗加齢が注目されている。 

 

健康増進・・・・・積極的に健康状態を改善し，健康に生活できる期間（健康寿命）

を延伸させるとともに，生活の質の向上を図ることを示す。 

 

ラドン温泉・・・・温泉法では，111Bq/kg 以上のラドンを含有する温泉を示す。ラ

ドン温泉の医学的効果には，気管支喘息などの呼吸器疾患，変形性関節症など

の疼痛性疾患，慢性膵臓炎などの消化器疾患，高血圧・動脈硬化・糖尿病など

の慢性退行性疾患などがある。 

 

ラドンミスト発生装置・ラドンには生体への摂取の 90%が呼吸に依存する，吸着性

が高いなどの特性がある。本装置は天然ラドン発生源から放出されたラドンを

蒸気と一体化させることにより，吸入時に鼻腔の粘膜などに吸着されることな

く効率良く摂取するよう工夫している。また，症状の程度によりラドン放出量

を調節することも可能となった。 
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ひとこと：がんを加温して放射線療法をおこなうと治療効果があがります｡ このがんの温

熱療法(ハイパーサーミア)における装置の開発や, MRI(磁気共鳴)装置の開発

など, 医用物理学に関係した分野で研究をおこなっています｡  

 

１．脂肪層を過熱しない深部加温方法 

10MHz程度の低い電磁波を用い, 身体外側の脂肪層

を過熱することなく深部を加温する方法について

研究を行っている｡ 図上は環状のトロイダルコイ

ル内に脂肪・筋肉 2層円柱型ファントムを挿入した

ときの有限要素法による発熱分布を示す(図は軸対

称の断面で片側のみを表示)｡ 多数の電極を身体の

周囲に配置する方法で, 疑似的な far-field 電磁

界を形成することにより脂肪層を過熱することな

く深部を加温する方法についても研究している｡ 

 

２．MRI 用ファントム 

MRIの基礎的な実験を行うには人体組織と同じ緩和

時間, 導電率をもつ模擬人体, ファントムが必要

である｡ 1.5T において, T1 値を 202～1,904ms, T2

値を 38～423ms, 導電率を 0.27 から 1.26S/m(周波

数範囲 1～130MHz)で任意の組織と同じ特性をもつ

ファントムを開発した｡ 固形ゲルファントムであ

ることから任意の形状に保つことができる｡ 

  

３．unilateral 型磁石 

現在の MRI 装置では, 磁気回路またはコイルの中

に試料を挿入し, 画像の取得や信号を測定してい

る｡ 身体表在部やコンクリート建造物など, 試料

を磁気回路の外側に配置する MRI 装置の開発を行

っている｡ 図中は, 試作した unilateral 型磁石で

ある｡ 図下は, 磁石表面から高さ 20mm を原点とし

たときの磁束密度分布を示す｡ このように磁気回

路上方で均一な磁場空間が生じている｡ 

 

キーワード：ハイパーサーミア, MRI, ファントム, unilateral 型磁石 
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キーワード用語集 

 

   ハイパーサーミア  がんを 40℃以上に加温する治療方法で, 単独または放射線や

抗がん剤と併用して用いられる｡ がんの温熱療法ともいう｡  

最近ではより高温まで含め, Thermal Medicine ともいわれるよ

うになっている｡ 熱をがんの治療に用いる方法は古く, 古代ギ

リシャではヒポクラテスが, "薬が効かない癌には手術をしなさ

い, 手術ができない癌には熱を加えなさい, それでも治らない

癌は決して治ることはない", と述べている｡ 癌の加温方法と

して, 電磁波, 超音波を用いた体外加温, 食道等への電磁波に

よる腔内加温, 腫瘍に電極を直接刺入する電磁波による組織内

加温, 等がある｡ 最近ではより高温の治療方法として, 電磁波

による焼灼療法も行われている｡  

 

   ＭＲＩ       Magnetic Resonance Imaging (磁気共鳴イメージング)で核磁気

共鳴(NMR)を利用した診断用画像の描画｡ 身体を高磁場(1.5 テ

スラ程度)内に置き, 位置に対して直線的に変化する磁場を印

加するとともに 63MHz 程度の磁場を照射することにより陽子を

磁気共鳴させる｡ 磁気共鳴からもとの状態に戻るときに共鳴し

た周波数の電磁波を放射しながら減衰する｡ この電磁波を受信

し, 画像化し, 診断に用いる｡   

 

   ファントム       模擬人体のこと｡ 医療に関係した実験では人体を用いることが

できない, また用いたとしても再現性を確保することが困難で

ある｡ このことから色々な材料を配合することにより, 実験目

的に適した特性をもつ試料を作製する｡ 放射線分野では放射線

の身体における減弱と等価なファントムが, 超音波分野では超

音波の身体における減衰と等価なファントムが, そしてハイパ

ーサーミアでは人体と等価な導電率をもつファントムが開発さ

れている｡ MRI 領域では, ガドリニウムやアガロースを配合し, 

T1 緩和時間, T2 緩和時間を人体と等価にしているものがある｡  

  

  unilateral 型磁石  片方型磁石, または側方型磁石ともいう｡ 通常の磁気共鳴では

試料を磁石またはコイル内に挿入して測定する｡ この場合試料

の大きさは磁気回路またはコイル内に挿入できる大きさに制限

される｡ unilateral 型磁石では, 試料を磁石の外側に配置する

ため, 大きさの制限はない｡ この応用として, 石油の探査, コ

ンクリート建造物の劣化, 絵画の被破壊検査, 燃料電池の測定

等, 非常に広い分野がある｡  
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ひとこと：医用工学、生体計測工学に関する研究を広く行っています。 

     皮膚や筋の粘弾性計測，筋の収縮機能の評価，歯や生体インプラントの動揺評価，

携帯電話を鍵語とした遠隔医療支援システムの開発などを行っています。 

 

１．皮膚や筋の粘弾性計測 

皮膚表面から”生体の硬さ”を定性的，定量

的に評価するために，皮膚や筋の粘弾性を測定

できる計測システムを開発しました。 

皮膚の美容や老化の評価（図１），肩凝りや

腰痛などの筋疲労，筋力トレーニングの評価，

触診の定量化等に適用できます。 

 

２．筋の収縮機能の評価 

筋の収縮機能を評価するために，局所血流量

や筋活動電位，筋内圧を測定できる筋内挿入型

プローブの開発（図２），新規開発の筋音（MMG）

センサによる筋収縮機能の評価や筋線維タイ

プの推定法などに取り組んでいます。 

 筋ジストロフィ等の筋疾患評価の他に，リハ

ビリテーションやスポーツ科学，加齢や廃用症

候群の評価等に適用できます。 

 

３．臨床歯科への生体計測技術の応用 

歯科医の触診の代わり，客観的に歯の動揺や

インプラントの適合評価を行えるシステムを

開発しました。さらに顎関節異常の計測等にも

応用できます。 

 

４．遠隔医療支援システムの開発 

いつでも，どこでも，誰でも使える携帯電話

で，患者や介護者が直接的に医療従事者と対話

できるシステム（図３），また EMA 法に基づき，

日常の主観度等の生体情報を簡便に収集するシステムを開発しています。 

 

キーワード：インプラント適合評価，筋疲労，粘弾性，筋活動電位，筋音図，遠隔医療 

 

 

図２ 筋内挿入型プローブ（血流・活動電位・圧力） 

図１ 皮膚の加齢に伴う機械インピーダンスの変化 

Ｘ

10 20                30                40               50                 60               70

Age

2.5

2

1.5

1

0.5

0

|Z
(1

5
0

)|
 [

N
s
/m

]

10’s

20’s

30’s

40’s

50’s

60’s

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

ＸＸ
ＸＸ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Subjects : 185 persons

r = 0.846

Ｘ

10 20                30                40               50                 60               70

Age

2.5

2

1.5

1

0.5

0

|Z
(1

5
0

)|
 [

N
s
/m

]

10 20                30                40               50                 60               70

Age

2.5

2

1.5

1

0.5

0
10 20                30                40               50                 60               70

Age

2.5

2

1.5

1

0.5

0

|Z
(1

5
0

)|
 [

N
s
/m

]

10’s

20’s

30’s

40’s

50’s

60’s

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

ＸＸ
ＸＸ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

ＸＸ
ＸＸ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

ＸＸ
ＸＸ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

ＸＸ
ＸＸ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

ＸＸ
ＸＸ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

ＸＸ
ＸＸ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

ＸＸ
ＸＸ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

ＸＸ
ＸＸ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

ＸＸ
ＸＸ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

ＸＸ
ＸＸ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

ＸＸ
ＸＸ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

ＸＸ
ＸＸ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

ＸＸ
ＸＸ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Subjects : 185 persons

r = 0.846

図３ 携帯電話による遠隔医療支援システム 



キーワード用語集（岡久雄） 

 

インプラント適合評価・・インプラント施術が成功したかどうかを判断するために、イン

プラントと骨界面のオッセオインテグレーション（直接結合）

を評価します。インプラントの動揺、周囲の X 線透過性、頸部

の骨吸収、歯肉の状態等が診査されますが、動揺の非侵襲的な

診査法として、インパクトハンマー法、Periotest M™、Osstell 

Mentor™等があります。 

 

筋疲労・・・・・・・・・筋疲労には、中枢性／末梢性、また電気生理学的／生化学的／

力学的疲労要因があり、そのメカニズムは非常に複雑です。一

般に主観評価、最大随意収縮力、表面筋電図、筋線維伝導速度

等によって測定されるほか、いわゆる肩凝りなどの筋硬度測定

によっても推定できます。 

 

粘弾性・・・・・・・・・流体にはその変形の速度に応じた抵抗力が働き、これを粘性と

呼び、また物体に力を加えて変形させ、力を取除くと元の状態

に戻る性質を弾性と呼びます。そして弾性と粘性の両方の性質

を持つ場合を粘弾性と呼び、マックスウェルモデルやフォーク

トモデルを用いて表します。 

 

筋活動電位・・・・・・・運動神経が筋線維に接合する部位において、脱分極したときに

発生する電位です。発生した筋活動電位は T 管を経て、筋小胞

体内の Ca2+を放出させ、筋収縮を誘起します。通常、筋内に針電

極を刺入して得ますが、表面電極でも非常に弱い収縮で単一の

運動単位の活動を記録できます。 

 

筋音図・・・・・・・・筋収縮に伴う，筋表面で観測される振動を筋音図 MMG（mechanomyogram）

と呼び，筋の収縮特性を反映します。一般に，測定対象筋を固

定して，加速度計やマイクロフォンで記録し，振幅や周波数解

析が行われています。これまでの臨床報告としては，筋強直性

ジストロフィ，痙直型脳性麻痺，廃用性筋委縮，パーキンソン

病などの神経筋疾患への適用例があります。 

 

遠隔医療・・・・・・・医師と患者，あるいは医師と専門医などとの間で，映像を含む患

者情報の伝送に基づいて，遠隔地から診断，指示などの医療行

為および医療に関連した行為を行うことをいいます。既に放射

線画像の遠隔画像診断（teleradiology），遠隔病理診断

（telepathology），在宅健康支援（telecare）などが実施され

ています。 



   氏名  北脇 知己 (きたわき ともき)  1965 年生 

   所属  大学院保健学研究科・助教 

   TEL    086-223-7151(内線 6887) 

   FAX    086-222-3717 

   E-mail kitawaki@md.okayama-u.ac.jp 

   ＨＰ  http://www.cc.okayama-u.ac.jp/~kitawaki/ 

 

 

ひとこと： 

 「生体計測」や「数理モデル化」などの工学的手法を生体現象の解明に応用し，複雑な

生体現象をシンプルな仕組みで表現することで，実際の生体内で何が起こっているのかを

明らかにする研究を行っています。 

 

１．生体循環器系現象の解明 

 1) 生体流体工学を応用して，全身循環器系の数値

計算モデルを構築し，この計算モデルを用いた生

体内現象の解明を行っています。 

 2) 血圧脈波計測装置を用いて生体の脈波波形変化

を計測し，この脈波波形の解析を行うことで，循

環器系制御動態の解明を行っています。 

 

２．生体現象モデリング 

 生体内のさまざまな物理現象（例：筋収縮現象や

血中酵素反応など）に対して，その現象の基礎とな

る物理特性に着目し，数理モデル用いて定量化する

「数理モデル化」の検討を行います。この結果を元

に，生体内現象の解明を行っています。 

 

３．生体計測技術（臨床検査機器） 

 これまでに，生体画像処理技術，生体循環器系計

測技術，生理計測技術などの各種生体計測技術につ

いて，研究・開発を行ってきています。 

 

 

 健康機器開発メーカに 13 年間勤務したこれまでの経験から，産業界のニーズを的確に

捉えた研究開発が可能です。また，技術士（情報工学部門）の資格をもち，工学を専門と

していますので，生体計測装置の実用化などに際しても，さまざまな条件下での最適解に

ついて検討を行うことができます。 

 

キーワード： 

 生体流体工学，生体モデル，数理モデル化，生体計測，臨床検査機器 

 

  

全身循環器系の数値計算モデル 

 

オムロン血圧脈波検査装置

『HEM-9000AI』 



キーワード用語集 

 

生体流体工学： 

 数値流体工学(CFD)の計算手法を生体内の流れ現象に適用し，その運動と流体との間

の物理的なメカニズムを解明するものです。大きく分けると，水泳中の運動方法など生

体外側の流れの研究と，循環器系（血液や血管など）や呼吸器系を取り扱う生体内の流

れの研究があります。 

 

生体モデル： 

 一般的には微分方程式などの数式を用いて，複雑な生体現象の一部分をシンプルな制

御の仕組みで表現することを，生体のモデル化といいます。基礎となる物理現象によっ

て，機械的なモデルや，電気回路的なモデルなどで表現される場合も多いです。 

 

数理モデル化： 

 自然科学現象を表現するために数学的に表現したものを数理モデルといい，例えば，

生体モデルを表現するための微分方程式などは，生体の数理モデルとなります。この数

理モデルは，自然現象を表現できるように数式で表現するために，必ずしも実際の自然

現象をすべて表現できるわけではありません。このため，対象の特徴を失わないように

数理モデル化することが重要です。 

 

生体計測： 

 生体計測とは，身体から発生する光・音・電気などのさまざまな情報を取り出し，生

体の状態を知り，健康の維持や病気の診断等に利用する技術です。例えば，病院で行わ

れる血圧測定や心電図検査などの生理検査も，生体計測手法になります。  

 

臨床検査機器： 

 臨床の現場で，診療目的で行われる患者や傷病の状態を評価するための生体計測を行

うための装置のことです。生体から採取した血液などの検体（サンプル）を検査する検

体検査装置と，心電図や脳波などの生理検査装置などがあります。 
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編集後記 

 

 岡山大学産学官融合センターという呼称は、平成１８年（２００６年）４月

に地域共同研究センターを改称したものです。呼称を変更する背景には内部の

組織改編等様々な理由があります。やはり一番大きな理由は連携活動のより一

層の推進ではないでしょうか。岡山大学は旧国立大学であり、地域の方々から

すれば頼れる大学であったと想像します。しかし岡山大学からすれば、地域の

垣根を取り払うと全国レベルでの競争がありますし、日本の垣根を取り払うと

国際化の中での競争があります。今日本の大学は少子化の影響で大学全入時代

（＝文部科学相の諮問機関、中央教育審議会は、少子化と大学志願率の頭打ち

で大学・短大の進学希望者数と、大学の合格者総数が 2007 年度に同じになる、

と試算している。私立大や短大ではすでに定員割れなどに苦しむケースも出て

おり、法人化した国立大や公立大も含め、日本の大学は一層厳しい経営を迫ら

れることになる。）を迎えております。その時期に「共同研究センター」から「産

学官融合センター」への呼称変更はより広い視野から物事を捕まえ、より広い

選択肢から物事を推し進めて欲しいとの願いの現われとも考えられます。県内

企業との共同研究をないがしろにする主旨ではありません。もっと広く深く進

めるつもりです。『ただし内部の組織構成員はそれだけで満足していては駄目で

すよ。もっと広範囲・高レベルの仕事をしなさい。』との叱咤激励の意味がある

と考えます。 

 そこで本研究シーズ集編集に際しては、より利用者の利便性を考え「医歯薬

学系」の先生方のみの研究シーズを纏めました。ご協力いただきました先生方

には厚くお礼申し上げます。この研究シーズ集が学外の皆様のお役に立つこと

を願っております。ご意見・ご要望がありましら下記のアドレスにご連絡下さ

い。 

 center@crc.okayama-u.ac.jp                              （東 英男） 
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